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知
識
が
あ
れ
ば
被
害
は
減
ら
せ
る

儲
け
よ
り
安
全
対
策
を

減
災
・
縮
災
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
・

特
別
任
命
教
授

社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長

河
田　

惠
昭
氏

大
阪
市
域
の
も
つ

災
害
脆
弱
性

　

河
田
氏
は
、
大
阪
が
も
と
も
と
持
つ
地

形
・
地
盤
の
特
性
を
解
説
し
た
。

　

「
江
戸
時
代
以
前
は
上
町
台
地
よ
り
西

側
は
湿
地
帯
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
陸
地

化
の
干
拓
が
進
み
約
４
㎞
、
海
岸
線
が
海

側
に
広
が
っ
た
。
大
阪
八
百
八
橋
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
堀
を
掘
っ
た
土
砂
を
盛
っ

て
埋
め
立
て
地
上
げ
し
て
い
く
こ
と
で
、

船
場
な
ど
の
市
街
地
が
で
き
て
い
っ
た
。

道
頓
堀
の
南
側
に
道
頓
堀
を
掘
っ
た
土
を

積
み
上
げ
た
。
こ
れ
が
千
日
前
だ
」
と
な

ん
ば
周
辺
の
土
地
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
梅
田
に
つ
い
て
は
、「
現
在
、
曽

根
崎
新
地
の
あ
る
と
こ
ろ
は
蜆
川
が
流
れ

て
い
た
。
財
政
難
と
な
っ
た
幕
府
が
蜆
川

の
川
幅
を
狭
め
て
土
地
を
作
り
、
商
業
化

し
て
お
茶
屋
な
ど
に
売
却
し
た
の
が
始
ま

り
だ
っ
た
。
そ
の
北
側
は
埋
田
（
う
め

だ
）
と
呼
ば
れ
広
大
な
未
利
用
地
だ
っ

た
」
と
説
明
。
鉄
道
「
大
阪
駅
」
が
立
地

さ
れ
た
経
過
を
合
わ
せ
て
伝
え
た
。
ミ
ナ

ミ
も
キ
タ
も
大
阪
市
街
地
が
湿
地
帯
も
し

く
は
川
な
ど
を
埋
め
立
て
て
で
き
て
い
る

　

２
０
２
４
年
11
月
30
日
、
協
会
も
参
加
す
る
、
大
阪
か
ら
公
害
を
な
く

す
会
が
第
35
回
環
境
学
校
を
開
催
し
た
。
記
念
企
画
と
し
て
「
大
阪
に
お

け
る
心
配
な
災
害
」
と
題
し
、
関
西
大
学
特
別
任
命
教
授
で
阪
神
・
淡
路

大
震
災
記
念　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
を
務
め
る
河
田
惠
昭
氏

が
講
演
し
た
。
編
集
部
の
責
任
で
河
田
氏
の
講
演
概
要
を
紹
介
す
る
。

す
る
危
険
が
大
き
い
と
し
た
。

断
水
解
消
は
早
い

大
阪
市

　

断
水
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
は
初
日
に

１
０
０
％
断
水
す
る
と
し
た
も
の
の
、
発

災
１
日
後
で
約
45
％
ま
で
断
水
が
解
消
す

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
１
９
３
４
年

の
室
戸
台
風
な
ど
３
大
高
潮
の
経
験
で
、

大
阪
は
下
水
の
処
理
能
力
が
あ
る
。
下
水

の
処
理
能
力
は
ポ
ン
プ
だ
け
で
は
な
い
。

下
水
管
の
太
さ
だ
。
太
い
下
水
管
が
埋
設

し
て
あ
る
。
南
海
地
震
で
津
波
で
水
没
し

て
も
３
日
間
で
排
水
で
き
る
。
下
水
の
パ

イ
プ
を
細
く
し
た
東
京
は
復
旧
に
１
週
間

以
上
か
か
る
」
と
説
明
を
加
え
た
。

津
波
は
５
時
間

継
続
す
る

　

津
波
被
害
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
河
田
氏
の
計
算
で
作
っ
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
映
像
を
紹
介
し
た
。

今
後
の
南
海
地
震
の
想
定
に
つ
い
て
は
、

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で
は
大
阪
市
中
央

区
に
は
津
波
は
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
定
の
標
準
的
な

計
算
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
は
い
く

つ
も
の
条
件
が
想
定
さ
れ
る
。
松
屋
町
筋

に
も
津
波
は
来
な
い
と
は
言
え
な
い
。
何

回
目
か
の
津
波
が
満
潮
と
重
な
る
と
津
波

の
高
さ
は
非
常
に
高
く
な
る
。
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
と
こ
ろ
で
は
津
波
が
５
時
間
継

続
す
る
。
６
波
押
し
寄
せ
る
。
こ
れ
を
覚

え
て
お
い
て
ほ
し
い
。
１
度
き
て
、
も
う

津
波
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
念
を
押
し
た
。

※ 

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
…
弾
力
性
・
回

復
力
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
抵
抗

す
る
力
、
乗
り
越
え
る
力
の
こ
と
。

車
、
高
架
上
の

電
車
は
被
災
す

る
危
険
性
が
大

き
く
、
大
阪
市

内
は
大
渋
滞
が

継
続
す
る
。
上

町
台
地
以
外
で

は
液
状
化
被
害

が
深
刻
で
、
古

い
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
建

物
は
浮
動
沈
下

す
る
。
西
成
区

や
東
成
区
な
ど

の
木
造
密
集
市

街
地
で
は
、
延

焼
火
災
が
発
生

難
。
そ
れ
が
重
要
だ
」
と
繰
り

返
し
た
。

鉄
橋
に
段
差
が

あ
る

　

河
田
氏
は
写
真
を
示
し
、
阪

急
電
車
の
手
前
が
神
戸
線
、
向

こ
う
側
が
京
都
線
だ
と
し
て
、

「
高
さ
が
違
う
。
神
戸
線
は
１

０
０
年
に
１
回
の
淀
川
の
洪
水

の
想
定
で
作
っ
た
。
京
都
線
は

新
し
い
の
で
２
０
０
年
に
１
回

の
洪
水
で
も
大
丈
夫
な
よ
う
に

作
っ
た
。
乗
客
の
安
全
第
一
な

ら
ど
ち
ら
も
高
く
つ
く
る
べ
き

だ
。
政
府
が
責
任
を
持
た
な
い

の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
ま
か

り
通
っ
て
い
る
」
と
河
田
氏
は

政
府
の
責
任
を
指
摘
し
た
。

　

大
阪
府
に
も
苦
言
を
呈
し

た
。「
２
０
１
８
年
、
台
風
21

号
で
関
西
空
港
が
浸
水
し
た
。

経
営
は
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
と

フ
ラ
ン
ス
の
会
社
だ
。
儲
か
っ

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
挙

句
に
タ
ン
カ
ー
が
流
さ
れ
て
関

空
連
絡
橋
に
ぶ
つ
か
っ
て
２
６

５
億
円
の
損
害
を
出
し
た
が
。

そ
ん
な
看
板
を
つ
け
た

ら
、
そ
こ
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
人
は

思
い
、
殺
到
し
て
し
ま

う
。
ち
ょ
っ
と
上
が
っ

た
ら
い
い
。
２
ｍ
。
２

階
に
上
が
っ
た
ら
い

い
」
と
強
調
し
た
。
続

け
て
「
大
阪
梅
田
の
地

下
街
は
出
入
り
口
が
１

７
０
か
所
。
瞬
間
的
に

水
没
す
る
。
梅
田
の
地

下
街
は
常
時
４
万
人
い

る
。
津
波
は
地
震
が
起

こ
っ
て
２
時
間
後
に
来

る
。
ゆ
っ
く
り
逃
げ
た

ら
い
い
」
と
し
、
大
事

経
過
を
示
し
た
。

大
阪
の
中
心
部
で
起
こ

り
う
る
大
規
模
災
害

　

ま
ず
上
町
断
層
帯
地
震
に
つ
い
て
は
、

活
断
層
の
大
き
さ
と
被
害
は
全
国
１
ク
ラ

な
こ
と
は
「
時
間
の
か
か
る
水
平
避
難
で

は
な
く
、
少
し
で
も
上
に
行
く
垂
直
避

　

さ
ら
に
、
「
淀
川
か
ら
遡
上
し
た
津
波

が
道
頓
堀
を
つ
た
い
、
大
阪
市
街
が
津
波

で
あ
ふ
れ
る
。
淀
屋
橋
、
大
阪
市
役
所
も

津
波
で
あ
ふ
れ
る
。
中
之
島
は
水
没
す

る
」
と
し
た
。
市
役
所
水
没
に
つ
い
て
は

「
維
新
は
都
構
想
の
説
明
の
と
き
、
災
害

時
は
大
阪
市
役
所
を
司
令
塔
に
す
る
な
ど

と
言
っ
た
が
、
大
阪
市
役
所
は
災
害
時
は

津
波
が
押
し
寄
せ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
」
と
批
判
し
た
。

梅
田
は
瞬
間
的
に
水
没

　

河
田
氏
は
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
、
う

め
き
た
２
期
工
事
に
触
れ
「
う
め
き
た
４

・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園
は
３
ｍ
地

上
げ
し
て
あ
る
。
２
ｍ
の
津
波
が
く
る
想

定
だ
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
大
阪
駅
構
内
に

『
津
波
避
難
場
所
』
と
い
う
道
案
内
の
看

板
を
つ
け
よ
う
と
し
た
が
私
が
止
め
た
。

ス
だ
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
地
震
に
よ

っ
て
上
町
台
地
は
さ
ら
に
隆
起
し
、
松
屋

町
筋
と
谷
町
筋
の
間
で
上
下
に
約
２
・
５

ｍ
の
食
い
違
い
が
起
こ
る
。
死
者
４
万
２

千
人
、
西
大
阪
は
最
大
70
㎝
程
度
、
瞬
間

的
に
地
盤
沈
下
し
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

は
水
浸
し
に
な
る
。
道
路
、
地
下
鉄
、
Ｊ

Ｒ
お
よ
び
私
鉄
、
モ
ノ
レ
ー
ル
等
は
長
期

停
止
し
、
延
焼
火
災
が
大
阪
市
内
で
多
数

発
生
す
る
と
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震

　

続
い
て
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
津
波

に
つ
い
て
は
、
地
震
の
揺
れ
は
全
域
で
震

度
６
弱
、
一
部
６
強
が
１
分
以
上
継
続

し
、
長
周
期
地
震
動
（
周
期
５
秒
前
後
）

で
あ
る
た
め
、
重
厚
・
長
大
な
建
造
物
に

被
害
が
発
生
す
る
と
し
た
。

　

阪
神
高
速
道
路
上
を
走
行
す
る
自
動

Ｉ
Ｒ
も
そ
う
だ
。
あ
れ
も
オ
リ
ッ
ク
ス

だ
。
安
全
面
を
さ
て
お
い
て
儲
か
る
こ
と

し
か
や
ら
な
い
」。

関
連
地
震
は
す
で
に

７
回
と
の
見
方
も

　

河
田
氏
は
、
１
９
４
６
年
12
月
に
昭
和

南
海
地
震
が
発
生
し
た
経
過
を
紹
介
し

た
。
昭
和
南
海
地
震
の
直
前
の
40
年
間
に

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
直
下
型
地

震
が
10
発
起
こ
っ
て
い
る
」。
そ
う
す
る

と
、
「
30
年
前
の
阪
神
大
震
災
は
次
の
南

海
地
震
が
活
動
期
に
入
っ
た
証
拠
」
だ
と

い
う
可
能
性
も
あ
る
と
し
た
。
阪
神
大
震

災
以
降
、
次
の
南
海
地
震
へ
の
関
連
性
を

否
定
で
き
な
い
地
震
が
す
で
に
７
回
起
こ

っ
て
い
る
。
昭
和
南
海
地
震
の
時
の
よ
う

に
10
回
前
後
の
事
前
の
地
震
が
あ
る
と
す

れ
ば
令
和
の
南
海
地
震
は
い
つ
き
て
も
お

か
し
く
な
い
。
河
田
氏
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
意
識
を
し
て
い
く
こ
と
で
避
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
し
、「
地
震
は
止
め

ら
れ
な
い
が
、
被
害
を
小
さ
く
す
る
予
防

力
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
こ
と

は
可
能
だ
」
と
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
図
①
西
暦
５
０
０
年
頃
の
大
阪
の
地

形
、
②
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
、
③
高

さ
の
異
な
る
淀
川
鉄
橋　

い
ず
れ
も
河
田

氏
講
演
資
料
よ
り
）

手前の神戸線と宝塚線の鉄橋は，　　　　　　　　
　　　　　　　　100年確率降雨（6,950m/ｓ）
京都線の鉄橋は，200年確率降雨（12,000ｍ/s）

阪急神戸、宝塚、京都線の
淀川鉄橋は高さが異なる。

海抜ゼロメートル地帯
（満潮時の海面より低いところ）

大阪 名古屋

海面が59cm上昇した場合の
満潮＋高潮発生時の海面より低くなるところ

海面が59cm上昇した場合の
海抜ゼロメートル地帯

東京

【図①】【図①】

【図②】

【図③】


